
と
お
会

せ
の
憂
き
み
え
ぬ
世
界
、
洛
光
に
あ
り
。

厠
躙
躙
脚
圏
曰
囲

い

ヽ
‐t  h

i ‐
イi主ハ

′IJ
春     .   

―

:/‐
‐綸

=

上賀茂神社

三十院門跡

下鴨神社

曼殊院門跡

責船神社

由岐神社

鞍馬寺

園通寺

金福寺

鷺森神社

詩4LL堂丈山寺

古知谷阿爾陀寺

京都大原寂光院

崇道神社

園光寺

実光院

狸谷LL不動院

大田神社

炒満寺

宝泉院

三宅ハ幡宮

実相院Fl跡

｀
熟―|

笛
・

・

森
と
水
と
心
と
。

京
都
洛
北
。



代
表
挨
拶

　

貴
船
神
社
宮
司
高
井
和
大洛

北
と
い
え
ば

「都
よ
り
遠
く
離

れ
た
辺
部
な
山
里
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
遠
い
昔

の
話
。

洛
北
は
豊
か
な
森
が
広
が
り
、
命

の
源
の
水
を
育
む
山
紫
水
明
の
地
。

そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
神
社
や
寺
院

が
点
在
し
、

い
に
し
え
か
ら
都

の

人
々
は
心
の
甦
り
を
求
め
て
洛
北
を

訪
ね
ま
し
た
。

洛
北
は
神
仏
の
氣
配
漂
う
所
。
そ

の
氣
配
を
あ
な
た
の
体
と
心
で
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
？
　
私
ど
も
二
十
八

社
寺
が
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

［目

次
］

設
立
趣
意

代
表
挨
拶

洛
北
マ
ッ
プ

賛
同
社
寺
紹
介

洛
北
の
春
夏
秋
冬
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京
都
洛
北
は
、
自
然
と
信
仰
と
い
う
二
本
の
糸
が
時
を
紡
い
で
き
た
地
。

人
が
自
然
を
畏
れ
敬

い
、
謙
虚
に
向
き
合

っ
て
き
た
歴
史
を
持

っ
て
い
ま
す
。

´
τ
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
´

洛
北
を

い

´
τ
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
´

洛
北
を

い
だ
く
京
都
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
人
々
が
訪
れ
る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
　
　

そ
れ
は
、
単
に
物
見
遊
山
が
増
え
た
だ
け
で
は
な
く
、

ヽ
Ｊ

１

１

１

１

■

１

■

ｒ

ｒ

目

）で
，
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
的
な
自
然
に
包
ま
れ
た
風
景
と
、
そ
の
中
で
歴
史
を
重
ね
て
き
た
社
会
や
智
恵
に
触
れ
る
こ
と
で

″
何
か
を
感
じ
と
り
た
い
、
本
質
を
学
び
た
い
と
思
う
人
が
確
実
に
増
え
て
き
て
い
る
か
ら
…

・．　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
何
か
を
感
じ
と
り
た
い
、
本
質
を
学
び
た
い
と
思
う
人
が
確
実
に
増
え
て
き
て
い

どヽ

貴船神社

由岐神社

鞍馬寺  ・

園通寺

金福寺

鷺森神社ラ̀
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三f、1

古知谷阿爾昨す
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― ｀,tt
崇道神社
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狸谷山不動院 .・

分暑彗
社
1  1 1::1,

ヽ
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洛jヒ蓮幸寺.
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洛
光
了
プ

ア

社
社
　
工
寺
寺
跡
宮
寺
社

〕
¨
¨
　

岩倉。上高野
鍼
瘍
一
『
一
・

＞
①
②
　
＞
③
④
⑤
⑥
⑦
③

>大原エリア
⑨三 千 院 門 跡
⑩実  光  院
①宝  泉  院
⑫大原魚山来迎院
⑬勝  林  院
⑭京都大原寂光院
⑮古知谷阿爾陀寺

比叡山

エクシブ京都
八瀬離富

ケ~ヱ巌

銀閣寺

・平安神宮

0.電す
寺輛ゝ

・ 清水寺

自
川
通

葵京都大学
遭

脇
薦

賛
同
二
十

ノ＼
社
寺

アリれ
跡
寺
寺
寺
院
社
社
院

修学院．．乗輌］］］̈̈
魏一

＞
⑩
⑦
⑬
⑩
⑩
④
②
④

灯
寺
社
社
　
　
社
社

・貴船ェ馬］［　”［［

編
鞍
由
貴
　
硼
下
田

＞
②
⑮
⑩
　
＞
②
④

［京
都
駅
か
ら
］

―⑩狸谷山不動院

④貴船神社 本宮π

`  

②鞍鷲寺

誰岐神fiテ争
貴船山    1   

鞍馬山

写毛鰈ヾ̈

⑬詩仙堂丈山寺
|― m光 寺

F｀④八太神社

通
一

山
¨

北
一

耐響河囀『通

グランドプリンスホテル京都
[住]左京区岩倉幡枝町 10922
[電]075?121111

エクシブ京都八瀬雛宮
[住 ]左京区八瀬野瀬町 741
[電]0757072888

⑦金福寺

″
▲

缶

ノ

ｂ

、
0

佛教大学

A
千

籠

⑨三千院門跡

曼殊院門跡

岩倉 。上高野エリア

修学院 。一乗寺エリア



①
上
賀
茂
神
社

辮
虹艤姜産の程

②
大
田
神
社

４
ツバニ
垂
達３

正
式
名
称
は
賀
茂
別

雷

神
社
。

社
殿
造
営
の
記
録
は
七
世
紀
に

ま
で
遡
り
ま
す
。

ご
祭
神
は
賀
茂
別
雷
大
神
。
平
安

遷
都
以
降
は
天
皇
の
行
幸
や
上
皇

の
御
幸
、
貴
族
や
武
士
の
社
参
が

相
次
ぎ
ま
し
た
。
現
在
で
も
厄
除
・

方
除

・
電
気
産
業
の
守
護
神
と
し

て
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
は
後
水
尾
上
皇

が
幡
枝
離

官

と

し

て
造

営
。
延
宝

六
年

（
一
六
七
八
）
に
臨
済
宗
の
寺
院

と
な
り
ま
し
た
。

周
囲
に
サ
ザ
ン
カ
な
ど
の
生
垣

を
め
ぐ
ら
し
た
枯
山
水
庭
園
は
、

比
叡
山
を
望
む
借
景
式
。
本
尊
の

聖
観
世
音
菩
薩
は
定
朝

の
作
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

③

回

通

寺

響

時
そ
の
ま
畳

景

残
る
雪

④

妙

満

寺

冠

些

案

り
の
釣
鐘
を
覆

[住 ]左京区岩倉幡枝町 389
[電]0757811875
[時]9時～ 16時 30分
[料]大人 500円  高大学生 500円

小中学生 300円
[駐 ]あり

[交 ]京都バス「自alJ車教習所前」から

徒歩 10分

[住 ]左京区岩倉幡枝町 91

[電]0757917171
[時]9時～ 16時
[料]大人 300円  小中学生 250円
[駐]あ り

[交]京都バス「幡枝」から徒歩 3分、
叡山電車 木野駅から徒歩 5分、地
下鉄烏丸線 国際会館駅から徒歩
20分

[住]北区上賀茂本山 339
[電]0757810011
[時]5時 30分～ 17時 特

=J参
拝 10時

～ 16時
[料]拝観自由、国宝 本殿特8J参拝 500円

[駐]あ り (有料)

[交]市バス 京都バス「上賀茂神社前」
から徒歩すぐ 市バス「上賀茂御
薗橋」から徒歩 5分

[住]北区上賀茂本山 340
[電]075-7810011(上賀茂神社)

[時 ]境内自由

[料]拝観自由

[駐]な し

[交]市バス「上賀茂神社前」から徒歩
10分

上
賀
茂
神
社

の
摂
社
で
天
錮
女

従
び
お
祀
り
す
る
延
喜
式
内
の

吉
社
。

境
内

の
大
田
の
沢
に
あ
る
カ
キ

ツ
バ
タ
の
野
生
群
落

（天
然
記
念

物
）
は
、
平
安
時
代
よ
り
名
勝
と

し
て
有
名
に
。
毎
年
五
月
上
旬
の

開
花
時
に
は
大
勢

の
参
詣
者
で

賑
わ
い
ま
す
。

康
応
元
年

（
一
三
八
九
）
、
日

什
上
人
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た

顕
本
法
華
宗

の
総
本
山
。
昭
和

四
十
二
年
、
寺
町
二
条
か
ら
現
在

地
へ
。
能
や
歌
舞
伎
で
知
ら
れ
る

『道
成
寺
』
ゆ
か
り
の

「
安
珍
清

姫
の
鐘
」
を
所
蔵
。
俳
諧
の
祖

・

松
永
貞
徳
造
営
の

「雪
の
庭
」
や

仏
舎
利
塔
な
ど
見
ど
こ
ろ
多
彩
。

⑤
実
相
院
門
跡

弊
赫陳美しく映を

⑥
三
宅
八
幡
宮

Ｉ
もの清の虫除けの線

寛
喜
元
年

（
一
二
二
九
）
に
静
基

僧
正
が
開
創
し
た
、
元
は
天
台
宗

寺
門
派
の
門
跡
寺
院
。

本
堂

・
四
脚
門

。
お
車
寄
せ
は
、

東
山
天
皇
中
宮
承
秋
門
院
の
旧

殿
の

一
部
を
下
賜
さ
れ
た
も
の
。

狩
野
派
の
襖
絵
や
、
新
緑
・紅
葉
・

雪
な
ど
の
色
が
床
に
映
る

「床
も

み
じ
」
で
有
名
で
す
。

寛
文
二
年

（
一
六
六
二
）
に
応
仁

の
乱
に
際
し
て
焼
失
し
た
も

の

を
、
加
賀
藩
前
田
家
の
家
臣

。
今

枝
近
義
が
再
建
し
ま
し
た
。

庭
園
は
、
江
戸
前
期
の
豪
華
な
石

組
の
池
泉
廻
遊
式
で
、
石
川
丈
山

作
と
も
。
茶
人
の
間
で
人
気
の
蓮

華
寺
型
と
呼
ば
れ
る
石
灯
籠
も

見
ら
れ
ま
す
。

⑦
洛
北
蓮
華
寺

閣
馴̈
麗かな奈

③
崇
道
神
社

意
の季節が２
遅しい言

[住]左京区上高野八幡町 1

[電]0757813494
[時 ]9時～ 17時
[料]高校生以上 400円
[駐]あ リ

[交]京都バス「上橋」から徒歩 1分 、

叡山電車 三宅八幡駅から徒歩 10

分

[住]左京区上高野西明寺山町 3

[電]0757221486
[時]境内自由

[料]拝観自由

[駐]あ り

[交]京都バス「上橋」から徒歩 2分、

叡山電車 三宅八幡駅から徒歩 8分

7

[住]左京区岩倉上蔵町 121

[電]075-7815464
[時]9時～ 1?時
[料]大人 500円  小中学生 250円
[駐]あ り (秋季不可)

[交]京都バス「岩倉実相院」から徒歩

すぐ 叡山電車 岩倉駅から徒歩
17分

[住]左京区上高野三宅町 22
[電]0757815003
[時]境内自由 絵馬展示資料館 9時 30

分～ 15時
[料]拝観自由 絵馬展示資料館 300円
[駐]あ り

[交]叡山電車人幡前駅から徒歩3分、三宅八

幡駅から徒歩10分、京都バス「八幡前」

から徒歩すく、「三宅八幡」から徒歩7分

遣
隋
使

・
小
野
妹
子
が
、
宇
佐
八

幡
宮
の
理
雌
鷲
構
を
こ
の
地
に

勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
。
虫
八
幡

と
呼
ば
れ
、
子
供
の
守
り
神
と
し

て
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

絵
馬
展
示
資
料
館
に
は
、
集
団
参

詣
す
る
子
ど
も
達
の
様
子
を
描

い
た
江
戸
時
代
～
昭
和
初
期
の

絵
馬
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

奈
良
末
期
、
光
仁
天
皇
の
皇
子
で

あ
り
、
反
桓
武
帝
の
中
心
勢
力
と

し
て
捕
わ
れ
て
自
殺
し
た
早
良

親
王
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め

崇
道
天
皇
の
追
号
を
贈
り
、
都
の

鬼
門
に
あ
た
る
同
地
に
祀
ら
れ

た
の
が
始
ま
り
で
す
。

新
緑
の
季
節
の
参
道
は
美
し
い

緑
の
ト
ン
ネ
ル
に
な
り
ま
す
。

賀
茂

エ
リ
ア
＊

二J

…

エ
リ

ア

＊

調
和
の

の
里
と



⑨
三
千
院
門
跡

菌
本工上の美しい薔

⑩

奈

岳

来

迎

院

毅

立日
楽
伝
承
の
修
行
場

天
台
五
箇
室
門
跡
の
一
つ
。
最
澄

（伝
教
大
師
）
が
東
塔
南
谷
に

一

堂
を
建
立
し
た
の
が
起
こ
り
。

有
清
園
に
は
、
藤
原
時
代
を
代
表

す
る
往
生
極
楽
院

（重
文
）
が
建

ち
、
大
和
座
り
の
両
脇
侍
の
阿
弥

陀
三
尊
像

（国
宝
）
を
安
置
。
円

融
蔵
に
は
、
往
生
極
楽
院
の
舟
底

天
丼
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

勝
林
院
塔
頭
。
書
院
は
江
戸
中
期

頃
の
再
建
で
、
廊
下
の
天
丼
は
伏

見
城
の
遺
構
。

客
殿
の
柱
と
鴨
居
を
額
縁
に
見

立
て
た

「額
縁
庭
園
」
と
し
て
知

ら
れ
て
お
り
、
春
夏
秋
冬
の
景
色

が
楽
し
め
ま
す
。
樹
齢
七
百
年
を

越
え
る
五
葉
松
や
鶴
亀
庭
園
も

見
ら
れ
ま
す
。

長
和

二
年

（
一
〇

一
三
）
、
大

原
魚

山
天
台
声

明

の
根
本
道

場
と

し

て
建

立
。
文

治

二
年

（
一
一
八
六
）
秋
、
法
然
上
人
を

招

い
て
浄
土
教
に
つ
い
て
論
議

し
た
大
原
問
答
が
有
名
で
す
。

本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐
像
が
安
置

さ
れ
、
宝
泉
院
と
実
光
院
の
本
堂

で
も
あ
り
ま
す
。

①

宝

泉

院

書

の
よ

つヽ
に
切
り
取
ら
讐

Ｅ

⑫
実
光
院

聡
そりと什む健

⑬
勝
林
院

凍
上人ゆかりの議

⑭

嘉

蒼

寂

光

院

票

物
証
鍵

台
と
な

つ
奪

⑮

古

恕

阿

爾

陀

寺

蒼

の
山
里
に
潜
む
専

慶
長
十
四
年

（
一
六
〇
九
）
、
弾

誓
上
人
が
開
基
し
た
如
法
念
佛

の
道
場
。
弾
誓
上
人
の
自
作
自

像
植
髪
の
尊
像
や
、
で

イヽ
ラ
佛
」

と
な
ら
れ
た
上
人
の
ミ
イ
ラ
が

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
道
に
は
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
た
樹
齢
約
八
百
年
の
古
知

谷
楓
が
立
っ
て
い
ま
す
。

[住]左京区大原古知平 0」 83
[電]0757442048
[時]9時～ 16時
[料]300円
[駐]あ り

〔交]京都バス「古知谷」から徒歩 20
分

[住]左京区大原勝林院町 187
[電]0757442409
[時]9時～ 17時
[料]大人 800円  中高校生 700円

小学生 600円 (お抹茶菓子付き)

[駐]な し

[交]京都バス「大原」から徒歩15分

[住 ]左京区大原勝林院OJ 187

[電]0757442537
[時 ]9時～ 16時 30分
[料 ]大人 中高校生 700円  小学生

300円
[駐 ]な し

[交 ]京都バス「大原Jから徒歩10分

[住]左京区大原来迎院町 540
[電]0757442531
[時]8時 30分～ 17時
[料]大人 700円  中高校生 400円

小学生 150円
[駐]な し

[交 ]京都バス「大原」がら徒歩 10分

[住]左京区大原来迎院町 537
[電]0757442161
[時]9時～ 17時
[料]大人 400円  中高校生 300円
[駐]な し

[交 ]京都バス「大原」から徒歩15分

声
明
音
律
の
根
源
地
と
し
て
、
仁

寿
年
間

（八
五

一
～
八
五
四
）
に

三
代
天
台
座
主
慈
覚
大
師
円
仁

が
開
創
。
天
仁
二
年
貧

一
〇
九
）

に
聖
応
大
師
良
忍
が
再
興
。

本
堂
に
は
、
藤
原
時
代
の
薬
師

・

阿
弥
陀

・
釈
迦

の
三
如
来
坐
像

（
い
ず
れ
も
重
文
）
が
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

勝
林
院

（天
台
声
明
を
伝
承
す
る

た
め
の
本
堂
）
の
子
院
。
律
川
の

水
を
取
り
入
れ
た
心
字
池
を
中

心
に
し
た

「契
心
園
」
を
見
な
が

ら
、
お
抹
茶

（菓
子
付
き
）
が
楽

し
め
ま
す
。
四
季
折
々
の
山
野
草

の
花
を
愛
で
な
が
ら
散
策
で
き
、

秋
か
ら
春
ま
で
断
続
的
に
咲
き

続
け
る

「不
断
桜
」
が
有
名
。

ｒ
ｌ
ヽ
１

‥
１
ヽ

推
古
二
年

（五
九
四
）
の
聖
徳
太

子
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
平
清
盛
の

娘

・
建
礼
門
院
が
平
家
滅
亡
後
に

仏
門
に
入
り
、
晩
年
を
過
ご
し
た

尼
寺
で
す
。

境
内
は

『平
家
物
語
』
の

「潅
頂

の
巻
」
、
「大
原
御
幸
」
に
描
写
さ

れ
た
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い

ま
す
。

[住]左京区大原勝林院町 187
[電]0757442537(実光院 )

0757442409(宝 泉院)

[時]9時～ 16時 30分
[料]大人 300円  小中学生 200円
[駐]な し

[交]京都バス「大原」から徒歩 12分

[住]左京区大原草生町 676
[電]0757443341
[時 ]9時～ 17時
[料]大人 600円  中学生 350円  小

学生 100円
[駐 ]な し

[交 ]京都バス「大原」から徒歩15分

咄漁諦鵬漁・・

＊
大
原

エ
リ
ア

＊
　
千
年

の
祈
り
息
づ
く
山
里

* a' it-we

大原

上賀茂

れ匁町



⑩
曼
殊
院
門
跡

製
麟柏織嵯爆罰
た

⑫

金

福

寺

彎

芭
蕉

与
謝
壺
村̈
ゆ
か
り
拿

天
台
宗
の
門
跡
寺
院
で
五
箇
室

門
跡
の
一
つ
。
明
暦
二
年

（
一
六

五
六
）
に
現
在
地
へ
。
明
治
初
期

ま
で
は
北
野
天
満
官
の
管
理
職

（別
当
）
も
兼
務
し
て
い
ま
し
た
。

重
文
の
大
書
院
、
小
書
院
、
八
窓

軒
茶
室
、
庫
裏
、
名
勝
の
枯
山
水

庭
園
を
始
め
、
狩
野
探
幽

・
永
徳

に
よ
る
襖
絵
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

寛
永
十
八
年

（
Ｉ
ハ
四

こ

に
、

江
戸
初
期
の
文
人

・
石
川
丈
山
が

晩
年
を
過
ご
す
た
め
に
造
営
し

た
山
荘
跡
。

東
に
滝
を
、
前
庭
に
は
サ
ツ
キ
の

苅
込
み
を
配
し
た
唐
様
庭
園
は

丈
山
自
ら
の
設
計
。
僧
都

（鹿
お

ど
し
）
の
音
が
風
情
を
添
え
て
い

ま
す
。

「
タ
ヌ
キ
ダ
ニ
の
お
不
動
さ
ん
」
と

親
し
ま
れ
、
交
通
安
全

・
厄
除
祈

願
の
ご
利
益
で
有
名
。
ま
た
、
宮

本
武
蔵
ゆ
か
り
の
武
蔵
之
滝
が

あ
り
、
修
行
場
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

瓜
生
山
の
深
い
森
に
囲
ま
れ
、
京

都
市
内
が

一
望
で
き
る
絶
景
の

場
所
に
あ
り
ま
す
。

⑬
詩
仙
堂
丈
山
寺

鸞
館
の慕

⑩

回

光

寺

奨

の
絨
毯
広
炉

‥

楽
と

⑩
狸
谷
山
不
動
院

羅
織晴跡醜

④

八

大

神

社

東

武
蔵
も
祈
願
に
工立
ち
寄

っ
各

②
鷺
森
神
社

２
人ぞ知る紅葉の各

④
赤
山
禅
院

警
近くの紅葉の各

貞
観
年
間

（八
五
九
～
七
七
）
創

建
と
伝
え
ら
れ
、
も
と
修
学
院
離

宮
地
に
あ

っ
た
の
を
元
禄
年
間

（
一
六
八
八
～

一
七
〇
四
）
に
現

在
地
に
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

修
学
院
、
山
端
地
区
の
産
土
神
を

お
祀
り
し
、
境
内
は
夫
婦
和
合

・

良
縁
が
授
か
る

「
八
重
垣
」
石
や

紅
葉
の
名
所
と
し
て
も
有
名
。

[住]左京区修学院宮ノ脇町 16
[電]0757816391
[時]境内自由

[料]拝観自由

[駐]あ り

[交]叡山電車 修学院駅から徒歩 6分、

市バス「修学院道Jから徒歩 6分

[住 ]左京区修学院開根坊0」 18

[電]0757015181
[時 ]9時～ 16時 30分
[料 ]拝観自由

[駐 ]あり

[交 ]叡山電車 修学院駅から徒歩 20分
市バス「修学院離宮道」から徒歩
20分

11

[住]左京区―乗寺松原Oo 6

[電]075-722-0025
[時]9時～ 16時
[料]入山料 500円
[駐]あ り

[交]市バス「―乗寺下り松」がら徒歩
15分、叡山電車 ―乗寺駅から徒

歩 20分

[住]左京区―乗寺松原 IB」 1

[電]0757819076
[時]境内自由

[料]拝観自由

[駐]あり

[交]市バス「―乗寺下り松町」から徒

歩 7分 叡山電車 ―乗寺駅から徒

歩 15分

[住 ]左京区―乗寺門□町 27
[電]075-781-2954
[時]9時～ 17時
[料]大人 500円  高校生 400円  小

中学生 200円
[駐]な し

[交 ]市バス「―乗寺下り松町」がら徒

歩 7分、叡山電車 ―乗寺駅から徒

歩 15分

[住]左京区―乗寺小谷町 13

[電]0757818025
[時]9時～ 17時
[料]大人 500円 、中高校生 400 fl

小学生 200円
[駐]なし

[交]市バス「―乗寺下り松OJ」 から徒
歩 7分、叡山電車 ―乗寺駅から徒
歩 15分

[住]左京区―乗寺竹ノ内町 42
[電]0?5-781-5010
[時 ]9時～ 17時
[料 ]大人 600円  高校生 500円  中

学生以下 400円
[駐 ]あ り

[交 ]叡山電車 修学院駅から徒歩 20分
市バス「―乗寺清水OJ」 から徒歩
20分

[住]左京区―乗寺才形町 20
[電]0757911666
[時]9時～ 17時
[料]大人 400円  中高校生 200円
[駐]あ り

[交]市バス「―乗寺下り松町」から徒
歩 5分、叡山電車 ―乗寺駅から徒
歩 20分

江
戸
中
期
、
松
尾
芭
蕉
と
親
交
の

あ

っ
た
鉄
舟
和
尚
が
再
興
し
た

寺
。
芭
蕉
を
敬
慕
す
る
与
謝
蕪
村

が
再
興
し
た
芭
蕉
庵
が
有
名
。

サ
ツ
キ
の
築
山
と
白
砂
の
枯
山
水

庭
園
や
茅
葺
き
屋
根
の
芭
蕉
庵
が

見
ら
れ
ま
す
。
三
月
は
コ
ウ
バ
イ

と
ア
シ
ビ
の
花
、
十

一
月
は
サ
ザ

ン
カ
と
紅
葉
が
楽
し
め
ま
す
。

徳
川
家
康
に
よ

っ
て
伏
見
に
開

か
れ
た
学
問
所
が
起
こ
り
。
寛
文

七
年

（
一
六
六
七
）
に
現
在
地
へ

と
移
さ
れ
ま
し
た
。

庭
園
は
新
緑

の
季
節
は
も
ち
ろ

ん
、
落
ち
葉
で

一
面
埋
め
尽
く
さ

れ
る
秋
の
紅
葉
が
特
に
有
名
。
本

堂
前
の
水
琴
窟
か
ら
は
、
澄
ん
だ

美
し
い
音
色
が
聞
こ
え
ま
す
。

一乗
寺
の
産
土
神
・氏
神
と
し
て

表
懃
臨
従

織
酢
鳩
に

だ
露

乱
舘
び
お
祀
り
し
、
地
域
の
人
々

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
は
、
宮
本
武
蔵
が
吉
岡

一

門
と
の
決
闘

の
前
に
こ
の
神
社

へ
立
ち
寄

っ
た
縁
か
ら
、
当
時
の

下
り
松
の
古
木
を
本
殿
前
に
保

存

・
展
示
し
て
い
ま
す
。

都
七
福
神
の

一
つ
、
福
禄
寿
神
を

お
祀
り
し
て
い
る
こ
と
で
有
名
。

本
尊
は
陰
陽
道
の
祖

・
泰
山
府
君

（赤
山
明
神
）
。
平
安
京
の
表
鬼
門

に
あ
る
こ
と
か
ら
方
除
け
の
神

様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
な
数
珠
を
く
ぐ

っ
て
境
内

を
巡
り
ま
す
。
紅
葉
の
名
所
と
し

て
有
名
で
す
。

＊
修
学
院

・
一
乗
寺

エ
リ
ア
＊
　
風
雅
な
た
た
ず
ま

い
の
社
寺
が
点
在
す
る
里



馬

④

貴

船

神

社

禦

式
部
も
頼

っ
た
縁
結
び
の
襟

鴨
川
の
源
流
に
あ
た
り
、
古
く
か

ら
水
の
供
給
を
司
る

「話
舗

榔
］

を
祀
る
古
社
。
白
鳳
六
年

（六
七

七
）
に
御
社
殿
造
替
と
の
記
録
が

あ
り
、
御
創
建
年
代
は
極
め
て

古

い
。
平
安
時
代
の
女
流
歌
人

・

和
泉
式
部
が
参
詣
し
復
縁
祈
願
が

叶

っ
た
こ
と
か
ら
、
縁
結
び
の
神

様
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
[住]左京区鞍馬貴船町 180
[電]0757412016
[時]9時～ 16時 30分 (授与所受付)

[料]拝観自由

[駐]あ り (有料 )

[交]京都バス「貴船Jから徒歩 5分、
叡LL電車 貴船口駅から徒歩 30分

②
田
中
神
社

理
と大イチョウが印喬

鷲
殴
載

舘
ざ
主
祭
神
と
し
、
摂

末
社
五
座
を
祀
っ
て
い
ま
す
。
創

建
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
『日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五

年

（八
六
三
）
五
月
二
十
三
日
条

に
記
さ
れ
て
い
る
古
社
。

境
内
で
飼
わ
れ
て
い
る
白
と
緑

の
二
羽
の
孔
雀
が
参
拝
者
を
お

迎
え
し
ま
す
。

[住]左京区田中西樋ノ00」 1

[電]0757819274
[時]境内自由

[料]拝観自由

[駐]あ り

[交]叡山電車 元田中駅から徒歩 3分

④
下
鴨
神
社

裏
ゆかしい行事が好

平
安
期
以
前
の
創
祀
。
回
事
を
祈

願
し
、
国
民
の
平
安
を
祈
る
神
社

で
、
京
都
最
古
の
社
の

一
つ
。

『源
氏
物
語
』
や

『枕
草
子
』
に

も
登
場
す
る
葵
祭
、
土
用
の
丑
の

日
に
械
れ
を
払
う
た
め
の
御
手

洗
祭
な
ど
、
古
か
ら
の
行
事
が
今

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
縁
結
び
の

ご
利
益
で
も
有
名
で
す
。

伽論濡冊,ネ“‖

山
全
体

が
丸

ご
と
自

然
博
物
館

鞍
馬
弘
教
総
本
山
。
鑑
真
和
上
の

高
弟

・
鑑
禎
上
人
が
昆
沙
門
天
を

本
尊
と
し
て
祀
り
、
平
安
京
以
来

北
方
守
護
の
寺
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

山
全
体
を

「自
然
科
学
博
物
苑
」

と
み
な
し
、
境
内
に
あ
る
鞍
馬
山

霊
宝
殿
で
は
生
息
す
る
植
物
や

生
物
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

[住]左京区鞍馬本町 1074
[電]0757412003
[時]9時～ 16時 30分 (6～ 8月は

17時 )

[料]愛山費 200円
[駐]な し

[交]叡山電車 鞍馬駅から徒歩 5分で仁

王門

[住]左京区下鴨泉川OJ 59

[電]0757810010
[時]6時 30分 ～ 17時
[料]拝観自由 大炊殿 500円
[駐]あ り

[交]市バス「下鴨神社前」から徒歩 5
分、京阪電車 出町柳駅から徒歩
10分

一乗寺

④
由
岐
神
社

驚
の火祭の管

鞍
馬
寺
の
参
道
途
中
に
件
む
古

社
。
天
慶
三
年

（九
四
〇
）
に
御

所
内
に
祀
ら
れ
て
い
た
ご
祭
神

越
醜
齢
信
と‐す発
プ
協
従
グ
こ
の
地

に
勧
請
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

割
拝
殿
と
呼
ば
れ
る
珍
し
い
形

の
拝
殿
を
く
ぐ
る
と
、
樹
齢
八
百

年
以
上
の
大
杉
が
そ
び
え
立

っ

て
い
ま
す
。

[住 ]左京区鞍馬本町 1073
[電]0757411670
[時]境内自由

[料]拝観自由

[駐]な し

[交]叡山電車 鞍馬駅から徒歩 10分

luarA-

鞄馬山
^木 ^屎
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１

一月
　
御
本
尊
御
開
帳

（園
通
寺
／
１
～
３
日
）

修
正
会

（来
迎
院
／
２
日

・
勝
林
院
／
３
日
）

蹴
鞠
初
め

（下
鴨
神
社
／
４
曰
）
①

五
節
供
神
事

〈若
菜
神
事
〉
（貴
船
神
社
／
７
日
）
②

初
不
動

（狸
谷
山
不
動
院
／
２８
日
）
③

２

一月
　
節
分
追
灘
式

（鞍
馬
寺
／
３
日
）
④

３

【月
　
五
節
供
神
事

〈桃
花
神
事
〉
（貴
船
神
社
／
３
口
）
⑤

雨
乞
祭

（貴
船
神
社
／
９
日
）
⑥

４

一月
　
春
の
夜
灯
り

（宝
泉
院
／
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬
）
⑦

秘
仏
金
色
不
動
御
開
扉
Ｔ
一千
院
門
跡
／
４
月
中
旬
～
５
月
中
旬
）③

５

一月
　
八
大
神
社
大
祭

（八
大
神
社
／
４
～
５
日
）
⑨

崇
道
神
社
大
祭

（崇
道
神
社
／
５
日
）
⑩

五
節
供
神
事

舎
日蒲
神
事
〉
（貴
船
神
社
／
５
日
）
①

賀
茂
祭

〈葵
夕０

（下
鴨
神
社

・
上
賀
茂
神
社
／
１５
日
）
⑫

如
来
蔵
所
蔵
絵
画
特
別
公
開

（来
迎
院
／
１
～
３。
日
）

丈
山
碕
遺
宝
展

（詩
仙
堂
夫
山
寺
／
２５
～
２７
日
）

「安
珍
清
姫
の
鐘
」
鐘
供
養

（妙
満
寺
／
５
月
中
旬
）
⑬

６

一月
　
貴
船
神
社
例
祭

全
員
船
一０

（貴
船
神
社
／
１
日
）
⑭

鞍
馬
山
竹
伐
り
会
式

（鞍
馬
寺
／
２０
日
）
⑮

夏
越
神
事

。
大
祓

（上
賀
茂
神
社
⑩

・
田
中
神
社
／
３０
日
）

７

一月
　
五
節
供
神
事

〈七
夕
神
事
〉
（貴
船
神
社
／
７
日
）
○

御
手
洗
祭

（下
鴨
神
社
／
土
用
の
丑
）
⑬

狸
谷
山
火
渡
り
祭

（狸
谷
山
不
動
院
／
２８
日
）
⑩

８

一月
　
放
生
会

（
三
千
院
門
跡
／
２８
日
）
④

八
朔
祭

（八
大
神
社
／
３‐
日
）
④

９

一月
　
ォ
マ
ー
ル
忌

（園
光
寺
／
３
日
）

五
節
供
神
事

〈菊
花
神
事
〉
（貴
船
神
社
／
９
日
）
②

秋
期
大
祭

（三
宅
八
幡
宮
／
１４
～
‐６
日
）

シャクナゲ 洛光の

“

ヤマブキ  サクラカキツバタサツキアジサイキキョウ

遣:再手
キブネギクモミジ


